
レーンキープの和魂技術ロードマップ

レーンキープアシスト※2

レーン逸脱防止支援※3
渋滞追従支援※4

自動レーンチェンジ

緊急操舵回避支援

(“衝突防止”,
“自動手動切り替え”

ロードマップと関連)

自動走行

－高速道路/一般道路
－緊急時ドライバ対応/

完全自動走行
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● LDW

● LKA

自動化レベル※5

制御系の高度化

ヨー制御ブレーキ
電動パワーステアリング
ステアバイワイヤ

最適制御/モデル予測制御
リスクポテンシャル

障害検出隔離(FDI)※6

ドライバ特性適応

走路検出の耐環境性向上

HDRカメラ※7

センサフュージョン
レーザレーダ
磁気/電波反射利用マーカ
SLAM（カメラ, レーダ）※8

通信・地図の利用

GNSS※9

路車間通信
ダイナミックマップ

レーン逸脱警報※1

※5. 国土交通省定義(NHTSA準拠)

自動化レベル 概要

レベル0 常時、ドライバーが、運転の制御（操舵、
制動、加速）を行う

レベル1 加速・操舵・制動のいずれかを自動車が
行う状態

レベル2 加速・操舵・制動のうち複数の操作を同時
に自動車が行う状態

レベル3 加速・操舵・制動を全て自動車が行い、緊
急時のみドライバーが対応する状態

レベル4 加速・操舵・制動を全てドライバー以外が
行い、ドライバーが全く関与しない状態

● TJA

● 自動走行
(緊急時ドライバ操作)

● 自動走行
(完全自動)

● 緊急操舵回避ステア
● 自動レーンチェンジ

※1. LDW (Lane Departure Warning)

※2. LKA (Lane Keep Assist)

※3. LDP (Lane Departure Prevention)

※4. TJA (Traffic Jam Assist)

※6. FDI: Fault Detection and Isolation

※7. HDR: High Dynamic Range
※8. SLAM: Simultaneous Localization and Mapping

※9. GNSS: Global Navigation Satellite System
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